２．１４　造作・機器
２．１４　造作・機器
２．１４　造作・機器

	２．１４ Ａ　手すり


（１）設置位置
・手すりは、高齢者、障害者等にとって、以下のために必要な設備であり、他の設備との組み合わせ、内容に応じて適切な場所に設ける。
・安全確保(転倒防止)
・立ち上がり補助(身体支持)
・移動補助
・視覚障害者等の誘導
・また、施設用途、設置場所、必要性等に応じ、適切な配置、形状及び寸法とする。
留意点：手すりの設置
・手すりを設ける際には、移動動作はもとより、他の設備との位置関係に留意する。
・例えば、手すりの近くに消火器や案内板等が置かれていたりすると、視覚障害者が衝突する危険があるため、このような配置は注意が必要である。

・形状、強度等に十分配慮する必要があるが、棚等を握りやすい形状とし、手すりとして利用できるようにする方法も考えられる。

・将来新たな手すりをつけることが可能なように、より広い範囲に、手すりの取り付けが可能な下地を入れて壁を補強しておくとより望ましい。
（２）設置方法
①　連続性等
・手すりは、起点から終点まで連続して設けることが望ましい。
留意点：不連続の問題点
・手すりが連続していないと､高齢者､障害者等の移動に困難が生じ､また､視覚障害者にとっては進むべき方向がわからなくなったりする可能性がある。
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②　高さ

・手すりの上端の高さ（通路、階段）は以下の通りとする。
ア．通路（廊下、傾斜路）
・1本の場合　 Ｈ＝75～85㎝程度
・2本の場合   Ｈ＝75～85㎝程度
　　　　　　　Ｈ＝60～65㎝程度
イ．階段
・1本の場合   Ｈ＝75～85㎝程度
・2本の場合   Ｈ＝75～85㎝程度
              Ｈ＝60～65㎝程度
③　壁との関係
・壁との間隔は、4～5㎝程度とし、手すりの支持は、下側で行うことが望ましい。
・手すりが取り付く部分の壁の仕上げは、なめらかなものとすることが望ましい。

・弱視者（ロービジョン）や色覚多様性のある人の視認性や、高齢者のわかりやすさを確保するため、手すりや壁の仕上げ材料は、手すりと壁の色の明度、色相又は彩度の差の確保に配慮して選定することが望ましい。
④　その他
・移乗等の動作補助用手すり（便所、浴室等）については、　上記のほか、２．７ 便所・洗面所、２．１０．１　浴室・シャワー室の設計標準 を参照。
留意点：立ち上がり補助(身体支持)､移動補助のための手すり
・出入口部分の戸から離れた通路部分に設けた場合、動作の補助とならないため、適切な位置に設ける。

・手すりを連続設置した場合であっても、ベンチ、案内板、植木鉢、自動販売機、消火器等が動線上に設置されると障害物となり危険である。

・これらを防止するため、設計段階から設備・備品の設置場所をあらかじめ計画しておくことが望ましい。

（３）形状と材質
①　形状

・断面の形状は、円形等の握りやすいものとし、外径3～4㎝（小児用の場合3㎝）程度とする。
・衝突時の危険性を少なくし、服の袖の引掛りを避けるため、手すりの端部は、壁側に曲げることが望ましい。

②　材質
・肌触りがよく、耐食性、耐久性があり、維持管理の容易なものとする。

・階段、傾斜路等の手すりは、体重をかけた時に滑りにくいものとする。
留意点：手すりの材質
・金属製の手すりは、冬期には冷たくなるため、高齢者や視覚障害者、肢体不自由者等、手すりを頼りに移動する者にとって支障となる。気温が低い場合でも冷たさを感じにくい材質とする。
＜手すりと有効幅員＞




＜壁面の設置例＞
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（４）点字表示
・手すりの点字及び墨字（文字情報）表示の内容は以下による。
[image: image4.png]@ KERH B DEARTE

— 1Y IJFEOME

A5emizE

o -
el i
K i
aRaL! /1S
oo | =258 ©

A5CmiSRE
X
\I;I@
S
‘ 120cmi2E ‘
@1t k., RAMYFDETDH
INERECERBLEE T ET D,
X ET2 yATICER Hé#
TX9 5,
A=k, EZH—
2AYF - BUREY .,
EW%@ﬁ RZAwF
. EEEE] ‘J I*HLGDZ'f‘J?-
g ShE
i o
5 A
S S
] z :
o =
jJtJh(%ﬁ$ﬁ¥®m$%E§®)
EE-TUTT
\ (ﬁ %%%%b#ﬁ)
\ \
ER— Ew By '

5% "
‘ 255?“3_0 \\




・階段の手すりの端部：現在の階及び行き先の階等
・傾斜路の手すりの端部：現在の位置及び行き先の情報（●●室）等
・屋内の通路の曲がり角部分の手すり：現在の位置及び行き先の情報（●●室）等
・利用居室等の出入口付近の手すりの端部：利用居室等の名称（●●室）等
・点字表示は、はがれにくいものとする。
・点字表示については、JIS T 0921を参照。
＜利用居室の出入口付近の手すりの

　　＜設計例＞
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点字表示の例＞
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（５）施設用途による手すり設置の配慮
・医療施設、福祉施設等においては、利用状況を勘案し、屋内の通路にも手すりを設けることが望ましい。

・移動補助、立ち上がり補助（身体支持）の必要な高齢者、障害者等が主に利用する施設においては、転倒を防止する観点から、玄関ポーチ・玄関・廊下等にも連続して手すりを設けることが望ましい。

・視覚障害者等の誘導が必要な施設で、手すりを設置できない場合には、手すりに代わる音声案内装置の設置、又は従業員による誘導を行うことが望ましい。
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	２．１４ Ｂ　段差解消機


◆　基準　◆

＜建築物移動等円滑化基準チェックリスト＞
	施設等
	チェック項目
	

	＜一般基準＞
標識
（政令第19条、
省令第113号）
	①移動等円滑化の措置がとられたエレベーターその他の昇降機の付近に設ける、当該エレベーターその他の昇降機があることを表示する標識
	－

	
	
	(1)高齢者、障害者等の見やすい位置に設けているか
	

	
	
	(2)標識に表示すべき内容が容易に識別できるもの（日本産業規格Ｚ8210に定められているときは、これに適合するもの）であるか
	

	＜移動等円滑化経路＞
特殊な構造
又は使用形態の
エレベーター
その他の昇降機
（政令第18条
第2項第六号、
告示第1492号）
	①車椅子に座ったまま使用するエレベーターで以下のいずれかに該当するもの
・籠の定格速度15ｍ/分以下、かつ、床面積2.25㎡以下で、昇降行程4ｍ以下のもの
・階段及び傾斜路に沿って昇降するもの
	－

	
	
	(1)平成12年建設省告示第1413号第一第九号に規定するものとしているか
	

	
	
	(2) 籠の幅70ｃｍ以上、かつ、奥行き120ｃｍ以上であるか
	

	
	
	(3)車椅子使用者が籠内で方向を変更する必要がある場合、籠の幅及び奥行きが十分に確保されているか
	

	
	②車椅子に座ったまま車椅子使用者を昇降させる場合に2枚以上の踏段を同一の面に保ちながら昇降を行うエスカレーターで、運転時の踏段の定格速度を30ｍ/分以下、かつ、2枚以上の踏段を同一の面とした部分の先端に車止めを設けたもの
	－

	
	
	(1)平成12年建設省告示第1417号第一ただし書に規定するものであるか
	


＜建築物移動等円滑化誘導基準チェックリスト＞
	施設等
	チェック項目
	

	＜一般基準＞
傾斜路又はエレベーターその他の昇降機の設置
（省令第５条）
	多数の者が利用する階段を設ける場合、階段に代わり、又はこれに併設する傾斜路又はエレベーターその他の昇降機（２以上の階にわたるときには、省令第７条に定めるものに限る）を設けているか

	

	＜一般基準＞
特殊な構造
又は使用形態の
エレベーター
その他の昇降機
（省令第８条、
告示第1485号）
	①車椅子に座ったまま使用するエレベーターで、以下のいずれかに該当するもの
・籠の定格速度が15ｍ／分以下、かつ、床面積2.25㎡以下で、昇降行程4ｍ以下のもの
・階段及び傾斜路に沿って昇降するもの
	－

	
	
	(1)平成12年建設省告示第1413号第一第九号に規定するものであるか
	

	
	
	(2) 籠の幅70ｃｍ以上、かつ、奥行き120ｃｍ以上であるか
	

	
	
	(3)車椅子使用者が籠内で方向を変更する必要がある場合、籠の幅及び奥行きが十分に確保されているか
	

	
	②車椅子に座ったまま車椅子使用者を昇降させる場合に2枚以上の踏段を同一の面に保ちながら昇降を行うエスカレーターで、運転時の踏段の定格速度を30ｍ/分以下、かつ、2枚以上の踏段を同一の面とした部分の先端に車止めを設けたもの
	－

	
	
	(1)平成12年建設省告示第1417号第一ただし書に規定するものであるか
	

	＜一般基準＞
標識
（省令第14条）
	①移動等円滑化の措置がとられたエレベーターその他の昇降機の付近に設ける、当該エレベーターその他の昇降機があることを表示する標識
	－

	
	
	（1）高齢者、障害者等の見やすい位置に設けているか
	

	
	
	（2）標識に表示すべき内容が容易に識別できるもの（日本産業規格Ｚ8210に定められているときは、これに適合するもの）であるか
	


（１）設置位置
・段差解消機は、主要な動線上にある階段等に添って設けることが望ましい。

・利用者の想定は車椅子使用者に限定せず、段差の昇降を困難と感じる高齢者、障害者等、多様な利用者が使うことのできる段差解消機とすることが望ましい。

・段差解消機には、大別して斜行型と鉛直型があり、敷地条件、建築条件に基づき選択する。
（２）乗降のための空間の確保
・段差解消機への乗降時に車椅子の方向転換が必要な場合を考慮し､転回可能な乗降スペースを確保することが望ましい。

・乗降スペースは、水平とし、その幅及び奥行きは、150cm以上とすることが望ましい。

・乗降スペース周辺には、車椅子使用者が転落する可能性のある段を設けない。
留意点：非使用時の保管スペース
・段差解消機本体はスペースを必要とするため､使用していない時の保管場所を､歩行者の障害とならない位置に定めておく｡
・壁際に突出した状態で保管すると､高齢者、障害者等が手すりを利用する際の障害となるので注意を要する。
（３）籠の出入口の有効幅員、空間の確保等

・段差解消機の籠の幅は70cm以上とし、かつ、奥行きは120cm以上とする。
・車椅子使用者が籠内で方向を変更する必要がある場合には、籠の幅及び奥行きを十分に確保する。
＜段差解消機の籠の例＞
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○定員１名の籠（直線形式の場合）

　　○定員１名の籠（90°の転回形式の場合）

（４）構造・規模
・段差解消機は、車椅子に座ったまま使用するエレベーターで、籠の定格速度が15m毎分以下で、かつ、その床面積が2.25㎡以下のものであって、昇降行程が4m以下のもの又は階段及び傾斜路に沿って昇降するものとする。
・段差解消機は、平成12年建設省告示第1413号第1第九号に規定するものとする。
・平成12年建設省告示第1413号、第1415号、第1423号等の基準による。「構造上主要な部分」、「制御器」及び「安全装置」については、国土交通大臣の認定する構造とすることもできる。

・使用者が単独で安全に操作できる構造とすることが望ましい｡

・その他については、４．７ 段差解消機関連告示を参照。
（５）種類ごとの配慮事項
①　斜行型段差解消機

・昇降路には、階段と区画した専用路型と共存型があり、使用者が単独で使用する場合は、安全上、専用路型が望ましい｡

・共存型の場合は、はさまれ防止措置を講じる。
・改善・改修の場合等､専用路を設けるスペースがない場合は共存型とするが、階段の有効幅員の確保に留意する。
②　鉛直型段差解消機

・上部乗降場からの転落防止に配慮し、安全のための措置を講じる。

・昇降路と籠の床にはさまれないように、昇降路下部及び出入口には、手すり、柵、戸等の安全のための措置を講じる。
＜斜向型段差解消機＞


＜鉛直型段差解消機＞
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＜設計例＞
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	２．１４ Ｃ　カウンター・記載台・作業台・事務机等


（１）ハイカウンター
・立位で使用するハイカウンターは、身体の支えとなるよう床及び壁に固定し、必要に応じ手すりを設けることが望ましい。
・視覚障害者誘導用ブロック等を敷設する場合は、ハイカウンター側に誘導する。

留意点：高齢者、障害者等への配慮
・カウンター等を設ける場合は、物品の受け渡し、筆記、対話等、使用する内容を考慮し、高齢者、障害者等が使用しやすい形状や設置位置とすることが望ましい。
・机上の照度を十分に確保することが望ましい。ただし、障害によっては明るさが支障となる場合もあるので、手元で点灯・消灯操作ができる手元照明がより望ましい。なお、スポットライトは避ける。
留意点：杖、傘ホルダーの設置
・カウンターには、杖や傘を立てかけることのできるくぼみ、又は杖ホルダー等の備品を設けることが望ましい。
（２）ロ－カウンター
・立位で使用するハイカウンターには、高齢者、障害者等が使用できるローカウンター等を併せて設ける。

・カウンター等の下端の高さは65～70㎝程度とし、上端の高さは70～75㎝程度とする。
・カウンター等の下部スペースの奥行きは、45㎝以上とする。
留意点：カウンター前面のスペース
・車椅子使用者が接近しやすいように、カウンター等の前面には車椅子使用者が転回できるスペースを設け、また、床面は水平であることが望ましい。
・視覚障害者誘導用ブロックを敷設する場合には、ハイカウンター側に誘導する。
＜カウンターの標準モデル＞
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＜カウンター・記載台の基本寸法＞
＜改善例＞
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＜設計例＞
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（３）案内表示
・聴覚障害者や高齢者等の利用に配慮して、官公署、銀行、病院、薬局等で呼び出しを行うカウンターには、音声による呼び出しとあわせて、電光表示板等を設ける。
・電光表示板等については、２．１４．Ｉ１情報伝達設備等　（１）文字情報による情報伝達を参照。

・筆談ボードやコミュニケーション支援ボード、筆談が可能なタブレット端末等を常備した案内所等のカウンターには、「筆談で対応します。」「聴覚障害者向けの備品の貸し出しがあります。」という案内や筆談等の支援に関する表示（耳マーク、手話マーク・筆談マーク等）を設置する。
・耳マーク、手話マーク・筆談マーク等については、１．１高齢者、障害者等に配慮した建築物整備の考え方（２）③イ＜全ての建築物に共通する支援の例＞　聴覚障害者等の利用を参照。
留意点：ＩＴ技術の活用
・スマートフォンやタブレット端末向けのアプリには、タッチペン等で文字入力を行う、音声を文字に変換する（逆も対応可能）等、聴覚障害者等とのコミュニケーションに有効なものがある。
・こうした備品の準備とあわせて、充電等が可能な環境の整備等を行うことが望まれる。
	２．１４ Ｄ　水飲み器・自動販売機、発券機（番号札、食券等）、ATM


（１）空間の確保

・水飲み器、自動販売機、発券機、ＡＴＭ（現金自動取引装置）等の周辺には、車椅子使用者が接近できるスペースを確保する。

・車椅子使用者が接近できるスペースは、水平とし、その幅及び奥行きは150cm以上とすることが望ましい。

・水飲み器には、杖や傘を立てかけるフック等やベンチ、荷物を置くことのできる台等を設けることが望ましい。
（２）水飲み器

・水飲み器の高さは、70～80㎝程度とすることが望ましい。
・水飲み器の下部に車椅子使用者の膝が入るスペースを確保することが望ましい。
・水栓金具は、光電管式、ボタン式又はレバー式とし、足踏み式のものは手動式のものを併設することが望ましい。

・セルフサービスの給水器等の設置台の高さは、床から70～75㎝程度、コップ等の高さは床から85～95㎝程度とすることが望ましい。
・セルフサービスの給水器等の設置台の下部スペースの奥行きは、45㎝程度とすることが望ましい。
留意点：押しボタン
・セルフサービスの場合の給水器では、押しボタン等は、視覚障害者にわかりやすい色や形とすることが望ましい。
＜水飲み器の例＞
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（３）自動販売機、発券機、ＡＴＭ（現金自動取引装置）
①　共通事項
・自動販売機、発券機、ＡＴＭ（現金自動取引装置）等のボタンや操作方法の表示は、大きめの文字を用いる、漢字以外にひらがなを併記する等、高齢者、障害者等にわかりやすいデザインとし、照明等に配慮したものとする。
・金銭投入口は、硬貨を複数枚同時に入れることができるものとすることが望ましい。
・金銭投入口・カード投入口等は、周囲と色の明度、色相又は彩度の差のある縁取りなどにより識別しやすいものとすることが望ましい。
留意点：金銭投入口等
・金銭投入口や釣り銭受け等は、大きいものとすると使いやすい。また、料金表示等も大きく読みやすい文字や色を採用することが望ましい。

②　自動販売機
・自動販売機は、金銭投入口、操作ボタン及び取り出し口等が、それぞれ床から高さ60～100㎝程度の範囲に納まるものを選ぶことが望ましい。
・自動販売機の操作性については、JIS S 0041を参照。

留意点：操作面の見やすさ
・操作面が斜めになっている自動販売機では、車椅子使用者等が低い位置から利用する場合に、照明の反射で見づらいことがないよう配慮することが望ましい。

＜自動販売機の例＞
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③　発券機
・番号札、食券等の発券機は、操作ボタン及び取り出し口等が、それぞれ床から高さ60～100cm程度の範囲に納まるものを選ぶことが望ましい。

・卓上に設置する発券機の設置台の下部には、車椅子使用者の膝が入るスペースを確保することが望ましい。
＜発券機の例＞
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④　ＡＴＭ
・ＡＴＭは操作部分への車椅子使用者の接近しやすさ（足元のスペース確保）や、見やすさ（画面への映り込みの防止）・タッチパネル等の操作のしやすさに配慮したものとすることが望ましい。
・視覚障害者等の利用に配慮し、ＡＴＭの操作部分には点字を併記するとともに、音声案内による操作が可能なハンドセットを設けることが望ましい。
＜ＡＴＭの例＞
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	２．１４ Ｅ　コンセント・スイッチ類


（１）設置位置
・コンセントの中心高さは、床から40㎝程度とする。
・スイッチ類（特殊なスイッチを除く）の中心高さは、110㎝程度（ベッド周辺においては80～90㎝程度）とする。

（２）操作性

・スイッチ等は、大型で操作が容易なボタン形式のものとすることが望ましい。

・スイッチ及び壁の仕上げ材料等は、スイッチ等と壁の色の明度、色相又は彩度の差を確保したものとすることが望ましい。
留意点：スイッチのデザイン
・同一の建築物内の同一の用途のスイッチ等は、統一した設置高さ、設置位置、デザインとすることが望ましい。
・タッチパネル方式のスイッチは、視覚障害者にとって、わかりづらいものであり、望ましくない。
＜コンセント、スイッチの高さの例＞
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＜設計例＞
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	２．１４ Ｆ　乳幼児用設備


（１）設置位置、空間の確保等
・乳幼児連れ利用者が利用する施設では、母乳及び哺乳びんによる授乳に対応した、授乳のためのスペースを設ける。
・授乳のためのスペースは、区切られた空間とする。
・授乳のためのスペースの構成・設備配置等は、男性の哺乳びんによる授乳時にも利用できるよう、配慮されたものとする。
留意点：整備の配慮事項
・母乳による授乳のためのスペースは、カーテン、ついたて、内側から鍵のかかる戸（表示錠付き）等によりプライバシーを確保することが必要である。
・授乳のための椅子は､授乳の体勢が安定するよう、ひじ掛け､背もたれがついたものであることが望ましい。
・授乳のためのスペースには、荷物置き場や調乳のための給湯設備、哺乳びんの洗浄のための設備を設けることが望ましい。
・おむつ交換台や乳幼児用椅子等の配置は、ベビーカー等の通行を妨げないように配慮する。
・乳幼児用おむつ交換台の近くには、調乳のための流し台設備等とは別に、手洗い器を設けることが望ましい。
（２）戸の形式
・授乳のためのスペースの出入口は、ベビーカーの利用に配慮した幅員と戸の形式とする。
（３）授乳及びおむつ替えのための設備
・授乳のためのスペースには、授乳のための椅子を設ける。
・授乳のためのスペースには、乳幼児用おむつ交換台等を適切に設ける。
留意点：乳幼児用おむつ交換台
・乳幼児用おむつ交換台から目や手を離さずに利用できる位置に、荷物置き場やおむつ用のごみ箱等を設けることが望ましい。
・乳幼児用おむつ交換台は落下防止措置が講じられたものとする。
・乳幼児用おむつ交換台は乳幼児を寝かせた状態でのおむつ交換に適しており、転落等の可能性のある幼児の立位姿勢でのおむつ交換、排泄前後の着脱衣には、着替え台が適している。
・乳幼児用おむつ交換台を利用する乳幼児に対し、照明の光が直接目に入らないように、照明器具の配置に配慮する必要がある。
・複数の乳幼児用おむつ交換台を設ける場合には、車椅子使用者が利用できるものを1以上設ける。
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（４）案内表示
・授乳のためのスペースの出入口付近には、授乳のためのスペースである旨を表示する。
・男性の哺乳びんによる授乳やおむつ替えにも配慮し、授乳やおむつ替えのためのスペースの出入口付近には、内部の設備配置等の状況、男女の入室可否を表示する。
＜授乳及びおむつ替えのための設備＞
参考図：安心して子育てができる環境整備のあり方に関する調査研究報告書

（Ｈ22.3国土交通省総合政策局）より引用（一部加筆修正）
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屋内・屋外の休憩スペースと子供の遊び場が提供されるコンビニエンスストア

①　背景

ローソンの創業30周年記念として、2006（平成18）年12月から約半年間、時限的に日本橋で子育て応援店舗「ハッピーローソン日本橋店」がオープンし、新しい取り組みに多くの人や沢山の声が集まった。その経験を踏まえ、横浜市から山下公園内での売店の公募を機会に、「ハッピーローソン山下公園店」を提案し実現された。

②　概要

買い物を行わない人も気軽に立ち寄れる屋内・屋外に広い休憩スペースが設けられている。室内には木の質感を大切にした立体的な子供の遊び場がつくられている。

これらのスペースは子育て応援のイベント等に利用され、地元の公共団体主催の食育イベント等が行われることもある。また、市のインフォメーションコーナーも設けられており、様々なパンフレット等が置かれ、情報発信の場ともなっている。

子育て応援店舗として、通常のコンビニエンスストアには置いていない紙おむつの少量パック、離乳食、小さなおもちゃ等、赤ちゃんから就学前の子連れに求められる商品が置かれている。粉ミルク用のお湯、授乳用スカーフの貸し出し等も行われている。
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	２．１４ Ｇ　案内表示


◆　基準　◆
＜建築物移動等円滑化基準チェックリスト＞
	施設等
	チェック項目
	

	＜一般基準＞
標識
（政令第19条、
省令第113号）
	①移動等円滑化の措置がとられたエレベーターその他の昇降機、便所又は駐車施設の付近に設ける、当該エレベーターその他の昇降機、便所又は駐車施設があることを表示する標識
	－

	
	
	(1)高齢者、障害者等の見やすい位置に設けているか
	

	
	
	(2)標識に表示すべき内容が容易に識別できるもの（日本産業規格Ｚ8210に定められているときは、これに適合するもの）であるか
	


	＜一般基準＞
案内設備
（政令第20条、
告示第1491号）
	①建築物又はその敷地に、移動等円滑化の措置がとられたエレベーターその他の昇降機、便所又は駐車施設の配置を表示した案内板その他の設備を設けているか
（配置を容易に視認できる場合は除く）
	

	
	②建築物又はその敷地に、移動等円滑化の措置がとられたエレベーターその他の昇降機又は便所の配置を点字、文字等の浮き彫り、音による案内、その他これらに類する方法により視覚障害者に示すための設備を設けているか
	

	
	③案内所を設ける場合は①②は適用しない
	


＜建築物移動等円滑化誘導基準チェックリスト＞
	施設等
	チェック項目
	

	＜一般基準＞
標識
（省令第14条）
	①移動等円滑化の措置がとられたエレベーターその他の昇降機、便所又は駐車施設の付近に設ける、当該エレベーターその他の昇降機、便所又は駐車施設があることを表示する標識
	－

	
	
	（1）高齢者、障害者等の見やすい位置に設けているか
	

	
	
	（2）標識に表示すべき内容が容易に識別できるもの（日本産業規格Ｚ8210に定められているときは、これに適合するもの）であるか
	

	＜一般基準＞
案内設備
（省令第15条、
告示第1483号）
	①建築物又はその敷地に、移動等円滑化の措置がとられたエレベーターその他の昇降機、便所又は駐車施設の配置を表示した案内板その他の設備を設けているか
（配置を容易に視認できる場合は除く）
	

	
	②建築物又はその敷地に、移動等円滑化の措置がとられたエレベーターその他の昇降機又は便所の配置を点字、文字等の浮き彫り、音による案内その他これらに類する方法により視覚障害者に示すための設備を設けているか
	

	
	③案内所を設ける場合は①②は適用しない
	


（１）表示板（標識）、案内板等の設置
①　表示板（標識）
・エレベーターその他の昇降機、便所又は駐車施設の付近には、それぞれ、当該エレベーターその他の昇降機、便所又は駐車施設があることを表示する表示板（標識）を設ける。
・表示板には、エレベーターその他の昇降機、便所又は駐車施設等の各空間の用途、順路等を表示する。
・廊下等の曲がり角ごとの、わかりやすい位置に、誘導用の表示板を設けることが望ましい。
②　案内板
・建築物又はその敷地には、建築物又はその敷地内のエレベーターその他の昇降機、便所又は駐車施設の配置を表示した案内板その他の設備を設ける。（当該エレベーターその他の昇降機、便所又は駐車施設の配置を容易に視認できる場合、案内所を設ける場合を除く。）
・案内板には、上記のほか、空間全体や各空間の用途、建築物や施設の利用案内、車椅子使用者用客席、乳幼児等用設備等の位置を表示する。
・案内板は、建築物の出入口、案内所（受付カウンター）付近やエレベーターホール等の動線の要所に設ける。
留意点：案内板
・主要な経路や避難経路等の動線を示す主要な案内板は、必要な情報が連続的に得られるように配置することが望ましい。
・案内板等は各フロアに設けることが望ましい。
③　点字・音声等による案内板
・建築物又はその敷地には、建築物又はその敷地内のエレベーターその他の昇降機又は便所の配置を点字、文字の浮き彫り、音による案内、その他これらに類する方法により視覚障害者に示すための設備を設ける。（案内所を設ける場合を除く。）
・案内板、表示板等は、音・音声や光による誘導と効果的に組み合わさるよう配慮する。
・点字の表示方法等についてはJIS T 0921を参照。
・触知案内図の情報内容及び形状、表示方法等についてはJIS T 0922を参照。

留意点：配置上配慮すべき事項
・大きな建築物や構造・空間構成が複雑な建築物等においては、案内表示や誘導、音声案内、文字情報等の配置は、特に注意する必要がある。
・また、人によるサポートがあると誰もが安心して使えるので、建築的な対応に加えて人やインターホン等を配置し、ソフト面で対応することも考えられる。
留意点：点字・音声等による案内板
・点字等による案内板だけでは情報を読み取れる視覚障害者はかなり少ないといわれている。設置にあたっては、視覚障害者が読みやすいデザインを心がけるとともに、文字等を浮き彫りすることや、音声による案内を行う等の工夫をすることで、より情報が伝わりやすく、誰にでもわかりやすい案内板とする必要がある。
・点字等による案内板の機能に、音声案内装置を付加したものは有効である。
・点字・音声等による案内板を有効に使用するためには、清掃管理を適切に行う必要がある。
・設置する際は、施設内、あるいは近隣施設内の設置位置等を統一し、視覚障害者が点字・音声等による案内板を見つけられるように配慮する必要がある。
・点字等による案内板を設けない場合、受付カウンターまで誘導し、館内の点字等による案内等を貸出しすることも考えられる。
＜設計例＞
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（２）設置方法
・表示板は、高齢者、障害者等の見やすい位置に設ける。
・案内板は、高齢者、障害者等の見やすい位置に設ける。
・掲出高さは、視点からの見上げ角度が小さく、かつ目線の低い車椅子使用者にも見やすい高さ、弱視者（ロービジョン）が接近して読むことができる位置・見やすい高さとすることが望ましい。
・逆光や反射グレアが生じないよう案内板、表示板等の仕上げや、設置位置、照明に配慮する。
・案内板、表示板等にケースがある場合、光の反射により見にくくならないよう設置位置、照明に配慮する。

・案内板、表示板等は、車椅子使用者や視覚障害者の通行の妨げとならないよう、設置位置・形状に配慮する。
留意点：表示板の設置
・表示板の設置に際しては、照明計画、配色、コントラスト等について総合的な検討を行うとともに反射やちらつきがないような配慮をすることが望ましい。
・表示板の設置については、「公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン　バリアフリー整備ガイドライン 旅客施設編　令和２年３月　国土交通省総合政策局安心生活政策課」（https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/barrierfree/content/001340859.pdf）が参考となる。
（３）デザイン
①　デザインの統一
・同一建築物内においては、案内板、表示板等のデザインは、統一することが望ましい。
留意点：知的障害、発達障害、精神障害のある人への案内表示の有効性
・表示されている内容を読みとることが難しいこともある知的障害、発達障害、精神障害のある人にとって、統一されたデザインによる表示は有効である。
（出典：知的障害、発達障害、精神障害のある人のための施設整備のポイント集（国土交通省HP）（http://www.mlit.go.jp/common/000045596.pdf））

②　図記号（ピクトグラム）
・表示板は、ピクトグラム等の表示すべき内容が容易に識別できるもの（当該内容がJIS Z 8210 案内用図記号に定められているときは、これに適合するもの）とする。
・案内板には、ピクトグラム等の表示すべき内容が容易に識別できるもの（当該内容がJIS Z 8210 案内用図記号に定められているときは、これに適合するもの）を用いることが望ましい。
・案内用図記号（JIS Z 8210）については、https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/barrierfree/sosei_barrierfree_tk_000145.htmlを参照

留意点：JIS Z 8210 案内用図記号
・JISの案内用図記号には安全・禁止・注意及び指示図記号に用いる基本形状、色、及び使い方が定められている。また、公共・一般施設を案内する図記号についても定められている。
・JIS Z 8210 案内用図記号に定められていない図記号（ピクトグラム）については、標準案内用図記号ガイドライン2020によることや、標準化された図記号（ピクトグラム）を用いることが望ましい。
留意点：標準案内用図記号ガイドライン2020

・標準案内用図記号ガイドライン2020は、公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団が2018年6月に設置した「2020東京オリンピック・パラリンピックに向けたピクトグラム（図記号）のあり方意見交換会」における検討結果を踏まえ、「標準案内用図記号ガイドライン改訂版見直しに関する委員会」にて2020年9月に策定されたものである。
・ガイドラインには、標準化された各種案内用図記号とともに、図記号の表示方法の原則、使用上の注意等が掲載されている。
・http://www.ecomo.or.jp/barrierfree/pictogram/picto_top2020.html
・標準化された図記号の例としては、JIS Z 8210 案内用図記号、標準案内用図記号ガイドライン2020以外に、以下のようなものがある。
ア．国際シンボルマーク

・障害者が利用可能な建物・施設であることを示す世界共通のマーク。
・JIS Z 8210 案内用図記号にも定められている。
※1969（昭和44）年に国際リハビリテーション協会が初めて定めた。
イ．コミュニケーション支援用絵記号

・文字や話し言葉によるコミュニケーションが困難な障害を持つ人の理解を助けるための手段として、コミュニケーション支援用絵記号が開発されている。

・絵記号を描く際の基本形状（面と線での表現、物を正面、真横、斜め方向からとらえた表現等）、作図原則（既存の絵記号との整合性、主題の明確化等）を規定し、描きやすく、伝えたい内容が理解されやすい絵記号を描くためのルールを示している。
・（JIS T 0103）規格は、日本産業標準調査会（JISC）のホームページ（http://www.jisc.go.jp/）で閲覧することができる。
・規格には参考として約300の絵記号の例が収載されている。
・その他については、（財）共用品推進機構のホームページ(http://www.kyoyohin.org/)参照。
③　文字、図
・案内表示は、文字が読めない、あるいは、文字より絵のほうが理解しやすい障害者や、子供に対する情報提供にも配慮したものとする。
・案内板、表示板等に図記号・図を用いる場合には、文字表記を併記する。
留意点：文字と図記号等の併用
・知的障害、発達障害のある人は、図記号や図の方がより理解しやすい場合もあるが、文字の方がわかりやすい場合もあるため、図記号や図には、必ず文字表記を併用する。
・案内表示には、大きめの文字を用いる、漢字以外にひらがなを併記する、図記号等を併記する、図を用いる等、高齢者、障害者等にわかりやすいデザインとする。
参考：文字の大きさ
・遠くから視認する吊下型等の誘導サインや位置サインなどは20m以上、近くから視認する自立型や壁付型等の案内サインなどは4～5m以下、案内サインの見出しなどは10m程度に視距離を設定することが一般的である。
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・下表は、前記の想定のもとに各々の視距離から判読できるために通常有効な文字の大きさを示したものである。
注）ここでいう視距離は、案内上必要な視対象・視認者間の距離を指し、サインの配置間隔を示すものではない。
出典：公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン　バリアフリー整備ガイドライン 旅客施設編　令和２年３月　国土交通省総合政策局安心生活政策課　p.89

留意点：文字、図
・文字が多いものや､デザインが複雑なものは､わかりにくいため避け､できる限りシンプルなものとすることが望ましい。
・タッチパネル式の案内表示は､視覚障害者には使いにくい。
・文字の書体は認知のしやすいものとすることが望ましい。
・施設の用途により主要な案内板、表示板等は外国語を併記することが望ましい。
・案内表示は、点字を併記する等、視覚障害者の利用に配慮したものとすることが望ましい。

・点字表示については、JIS T 0921を参照。
④　色使い

・案内表示は、文字・図記号、図、背景の色の明度、色相又は彩度の差を確保したものとすることが望ましい。
・弱視者（ロービジョン）、色覚多様性に配慮したものとすることが望ましい。
留意点：色使い
・色についてはJIS Z 8210:2002や｢標準案内用図記号ガイドライン｣(⑤　図記号参照)等が参考となる。（http://www.ecomo.or.jp/）

・文字と背景の色の組み合わせは、白内障の方や色覚多様性のある人、弱視者（ロービジョン）の色の見え方に配慮して明度を大きく対比させたものする。
・褪色しやすい色を用いない。
ア．弱視者（ロービジョン）の特性と案内表示等

・弱視者（ロービジョン）の誘導に配慮し、わかりやすい案内表示、音声案内、人的な誘導等を組み合わせることが望ましい。
留意点：弱視者(ロービジョン)の誘導への配慮

・弱視は、視野の欠損、視野の低下等、さまざまな障害や程度があり、個人差が大きい。また弱視者（ロービジョン）は、点字を読めない場合もあるため、視覚障害者対応として、音声案内又は人的対応も必要となる。
・案内表示は、弱視者（ロービジョン）のほか、白内障の高齢者の黄変化視界でもわかりやすいものとすることが望ましい。
留意点：高齢者に多い白内障への対応
・白内障の人は､黒い背景と青の組み合わせが見難いため、背景が黒の場合は水色のほうがわかりやすい。
・白い背景では、白内障の人は黄色と白の区別がつきにくい。やむを得ずこれらの色を使用する場合には黒で縁取りをつける。
イ．色覚多様性のある人の特性と案内表示等

・案内表示の色づかいについては、「図　色覚多様性のある人の色の見え方」の例を参考に背景色、対比させる場合の色の選択することが望ましい。（色の選び方については、｢カラーユニバーサルデザイン推奨配色セット｣（出典：社団法人日本塗料工業会・特定非営利活動法人カラーユニバーサルデザイン機構）等も参考となる。）
・色で識別する案内表示では、凡例との色対応による識別が困難で表示内容が理解できない場合等があるため、凡例に色名を文字表記したり、模様や線種の違いを併用したりすることが望ましい。
留意点：色覚多様性のある人について
・Ｐ型・Ｄ型を合わせて日本人男性の約5％、女性の約0.002％が色覚多様性のある人とされている。
・Ｐ型・Ｄ型の人は、視力（目の分解能）は普通と変わらず細かいものまで十分見えるが、一部の色の組み合わせについて、一般の人と見え方が異なる。

・さらにこの他に、老化に伴う白内障や目の疾患によって視力の低下と共に色の見え方が変わることもある。白内障は水晶体が濁ることにより白とクリーム色の区別がつきづらくなり、視力も悪くなる。
参考資料：「カラーバリアフリー　色使いのガイドライン　サインマニュアル　Ver.2」神奈川県（平成30年6月））p.3　（「色覚障がい者」を「色覚多様性のある人」に修正）　https://www.pref.kanagawa.jp/documents/28550/signpdf.pdf
留意点：色の組み合わせ
・色覚多様性のある人は、色と色の違いを見分けにくいという特性を持っているため、案内表示の色づかいは、一般的には見わけにくい色の組み合わせを避けることが推奨されている。

・色覚多様性のある人の見え方は、下図（色覚多様性のある人の色の見え方）の「Ｐ型(１型)」、「Ｄ型(２型)」の例に示されるように、一般色覚者の見え方とは異なる。例えば、彩度の低い水色とピンクは区別がつきにくい、緑系と赤系の区別がつきにくい等の特徴がある。

＜色覚多様性のある人の色の見え方
＞
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留意点：カラーバリアフリーチェックリスト
＜基本となる考え方＞
・色による情報伝達は、万人に共通するものではないという意識を持つ。

・白黒でも記載されている内容（情報）を正確に理解できるようにする。

・色の違いだけでなく、明度（明るさ）や彩度（鮮やかさ）の違いや、書体（フォント）、太字、傍点、下線、囲み枠、形状の違い、文字や記号の併用など、色に頼らなくても情報が得られるように工夫する。
・線や文字に色をつけるときは、色の区別がつきやすいように色の面積を少しでも広くする。（太文字、大きい文字）
・色の名前を用いてコミュニケーションが行われる可能性がある場合は、色の名前を記載する。
＜色の選び方＞
・彩度の低いパステル調の色同士を組み合わせない。

・背景と文字にははっきりとした明暗の差（コントラスト）をつける。

・白い背景の上の細い線や文字には「黄色」や「水色」を使用しない。

・「濃い赤」は「黒」や「こげ茶色」と見分けにくい。「赤」と「黒」を組み合わせる場合は、濃い赤ではなく「赤橙」を使用する。例えば文字の色分けで「濃い赤」を使用したい場合は、黒ではなく「明るい灰色」や「青」などと組み合わせる。
・「暗い緑」は「赤」や「茶色」と見分けにくい。「赤」や「茶色」と見分けやすくするためには、緑を「明るい緑」や「青みの緑」にすると区別がつきやすくなる。
・「黄緑」は「黄色」と見分けにくいので組み合わせない。
・「明るい黄色」は、白内障の人には「白」や「クリーム色」と見分けにくいので、区別させるときには一緒に使用しない。
・「黒」「青」「緑」色の暗い背景の上に、赤で書かれた文字をのせると文字が読みにくい。背景の色を変えられない場合は、文字色を「白」「黄色」「クリーム色」など明るい色にする。
＜色以外の工夫＞
・色の塗り分けには、色以外にハッチング（模様）等を併用する。

・色の塗り分けの境は、細い黒線や白抜きの輪郭線を入れて、色同士を見分けやすくする。

・図やグラフなどの線を色で区別する場合は、実線、破線など線種を変えたり、太さを変えるなど工夫する。
・案内サインで、離れた位置のサイン同士を色で関連づけるときは、色以外のアイコンなどを併用しているか。
・案内サインの場合、設置場所の照度を考慮したか。

出典：「カラーバリアフリー　色使いのガイドライン　サインマニュアル　Ver.2」神奈川県（平成30年6月））最終頁　https://www.pref.kanagawa.jp/documents/28550/signpdf.pdf
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留意点：サインのチェック方法
参考資料：「カラーバリアフリー　色使いのガイドライン　サインマニュアル　Ver.2」神奈川県（平成30年6月））p.17　（「色覚障がい者」を「色覚多様性のある人」に修正）　https://www.pref.kanagawa.jp/documents/28550/signpdf.pdf

＜設計例＞
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サイン計画に利用者参加型で取り組んだ事例
東京都大田区における庁舎のユニバーサルデザイン化の取り組み
①　背景

・大田区本庁舎は開庁から10年以上が経過し、度重なる組織改正によって庁舎内のサインは煩雑になり、抜本的改善が求められていた。
・2009（平成21）年度の組織改正において組織名称が大幅に改正されたことや、本庁舎のオフ椅子レイアウトが刷新されたことを契機に、本庁舎のサイン（案内板、表示板等）を全面改修することとなった。
②　取り組みの概要

・サイン計画の全面改修（以下、プロジェクトという。）にあたっては、大田区施設管理課を中心に大田区の関係部署が定期的に参加し、そこにデザイナーが加わる体制とした。また、市民団体と随時連携し、意見交換や検証実験を行った。

・プロジェクトの工程は下表の通り。庁舎の全面改修を実施した第１次整備と、更なる改善を実施した第２次整備からなる。

・第１次整備完了後の2009（平成21）年9月と第２次整備完了後の2010（平成22）年4月に障害当事者による検証実験を実施し、サイン計画の評価を行った。
◆検証実験ⅰ）（2009（平成21）年9月）の概要
・被験者は肢体不自由３名、弱視者（ロービジョン）２名、全盲１名、聴覚障害者２名、健常者１名
・いくつか目的地を設定し、そこに単独で向かう被験者の行動を観察し、迷いや間違いを起こさないかを確認した。
・結果､弱視者（ロービジョン）･全盲の方が目的地にたどり着けない場合があり､特に弱視者（ロービジョン）がサイン自体を発見できないケースがあることが判明した。

◆検証実験ⅱ）（2010（平成22）年４月）の概要
・被験者は弱視者（ロービジョン）４名

・検証実験ⅰ）を受けて弱視者（ロービジョン）との意見交換等を実施し、弱視者（ロービジョン）にもわかりやすくするため、屋内用点字ブロックの設置や光サインの改善、受付で渡す案内マップの整備を行った上で、再度検証した。検証方法は検証実験ⅰ）と同様。
・結果、目的地にたどり着くことが容易になったことを確認できた。

・この後も全盲者を対象に検証を行い、サイン計画改善による効果や課題を確認する等、庁舎ユニバーサルデザイン化に向けた取り組みが進められている。


	２．１４ Ｈ　視覚障害者誘導用ブロック等、音声等による誘導設備


◆　基準　◆
＜建築物移動等円滑化基準チェックリスト＞
	施設等
	チェック項目
	

	＜視覚障害者
移動等円滑化
経路＞
案内設備
までの経路
（政令第21条）
	①道等から案内設備②に示す設備又は案内所までの経路の1以上を、視覚障害者移動等円滑化経路としているか

	

	
	②当該視覚障害者移動等円滑化経路に、視覚障害者の誘導を行うために、線状ブロック等及び点状ブロック等を適切に組み合わせて敷設し、又は音声その他の方法により視覚障害者を誘導する設備を設けているか（進行方向を変更する必要がない風除室内は除く）
	

	
	③当該視覚障害者移動等円滑化経路を構成する敷地内の通路の車路に近接する部分、及び、段がある部分又は傾斜がある部分の上端に近接する部分
には、視覚障害者に対し警告を行うために、点状ブロック等を敷設しているか
	


＜建築物移動等円滑化誘導基準チェックリスト＞
	施設等
	チェック項目
	

	＜視覚障害者
移動等円滑化
経路＞
案内設備
までの経路
（省令第16条）
	①道等から案内設備②に示す設備又は③に示す案内所までの主たる経路を、視覚障害者移動等円滑化経路としているか

	

	
	②当該視覚障害者移動等円滑化経路に、視覚障害者の誘導を行うために、線状ブロック等及び点状ブロック等を適切に組み合わせて敷設し、又は音声その他の方法により視覚障害者を誘導する設備を設けているか（進行方向を変更する必要がない風除室内は除く）
	

	
	③当該視覚障害者移動等円滑化経路を構成する敷地内の通路の車路に近接する部分、及び、段がある部分又は傾斜がある部分の上端に近接する部分
には、視覚障害者に対し警告を行うために、点状ブロック等を敷設しているか
	


（１）視覚障害者の誘導を行う経路
・道等から点字・音声等による案内設備又は案内所に至る1以上の経路には、視覚障害者の誘導を行うために、線状ブロック等及び点状ブロック等を適切に組み合わせて敷設し、又は音声その他の方法により視覚障害者を誘導する設備を設ける。（進行方向を変更する必要がない風除室内を除く。）（※１）
※１　以下の場合を除く。
・道等から案内設備までの経路が主として自動車の駐車の用に供する施設に設けるものである場合
・道等から案内設備までの経路が建築物の内にある当該建築物を管理する者等が常時勤務する案内所から直接地上へ通ずる出入口を容易に視認でき、かつ、道等から当該出入口までの経路が線状ブロック等及び点状ブロック等を適切に組み合わせて敷設し、又は音声その他の方法により視覚障害者を誘導する設備を設けたものである場合

・道等から点字・音声等による案内設備又は案内所に至る1以上の経路では、車路に近接する部分、段がある部分又は傾斜がある部分の上端に近接する部分には、視覚障害者に対し警告を行うために、点状ブロック等を敷設する。（※２）
※２　以下の場合を除く。
・勾配が1/20を超えない傾斜がある部分の上端に近接するもの
・高さが16cmを超えず、かつ、勾配が1/12を超えない傾斜がある部分の上端に近接するもの
・段がある部分若しくは傾斜がある部分と連続して手すりを設ける踊場等
・危険の可能性・歩行方向の変更の必要性を予告する部分、注意喚起を必要とする部分には、点状ブロック等を敷設する。
・視覚障害者等が施設を実際に利用する動線を十分に検討した上で、円滑な利用が可能な経路に視覚障害者誘導用ブロック等を敷設することが望ましい。

（２）視覚障害者導用ブロックの敷設
①　視覚障害者誘導用ブロック等の形状、色

・線状ブロックは、床面に敷設されるブロックその他に類するものであって、点状の突起が設けられており、かつ、周囲の床面との色の明度、色相又は彩度の差が大きいことにより容易に識別できるものとする。
・点状ブロックは、床面に敷設されるブロックその他に類するものであって、線状の突起が設けられており、かつ、周囲の床面との色の明度、色相又は彩度の差が大きいことにより容易に識別できるものとする。
留意点：視覚障害者誘導用ブロック等の種類
・線状ブロック等は、歩行方向を案内することを目的とし、移動方向を指示するためのものである。
・点状ブロック等は、前方の危険の可能性若しくは歩行方向の変更の必要性を予告することを目的とし、注意を喚起する位置を示すためのものである。
・視覚障害者誘導用ブロック等は、JIS T 9251（視覚障害者誘導用ブロック等の突起の形状・寸法及びその配列）による突起の形状・寸法及び配列のものとする。
・視覚障害者誘導用ブロック等の色は、黄色を原則とする。

・視覚障害者誘導用ブロック等を容易に識別できるよう、視覚障害者誘導用ブロック等とその周囲の部分（床仕上げ材料）の輝度比を確保することが望ましい。
留意点：色
・弱視者（ロービジョン）等が識別しやすいよう、視覚障害者誘導用ブロック等と周囲の床の仕上げは、輝度比を少なくともを2.0以上確保することが望ましい。

・輝度は輝度計により測定することができる。
・視覚障害者誘導用ブロック等に黄色を選択した場合でも、白や薄いグレーの床に敷設すると、弱視者（ロービジョン）等には見えにくい。これらの色を組み合わる場合には、色が際立つように縁取りを設ける等の配慮が考えられる。
・場所により視覚障害者誘導用ブロック等の色が異なると利用者が混乱するためなるべく統一する。特に敷地境界部分等で、道路と敷地の管理区分により色や材質が異ならないように配慮する。
留意点：視覚障害者誘導用ブロック等の材料
・視覚障害者誘導用ブロック等の材料には様々なものが考えられるが、採用にあたっては周囲の床の材料との対比、視覚障害者が使いやすいか、等に配慮する。
・金属製の視覚障害者誘導用ブロック等は、弱視者（ロービジョン）には色の違いがわかりにくい場合があること、使用する部位によっては雨滴によりスリップしやすいこと、施工上の精度が悪いものやはがれやすいものがある等の問題がある。
＜視覚障害者誘導用ブロック等（第４章　JIS T 9251参照）＞
○線状ブロック（誘導）
○点状ブロック（警告・注意・喚起）


②　敷設方法

・視覚障害者が方向を見失い、場所の認知が困難になる場合があるため、視覚障害者誘導用ブロック等の敷設方法は、可能な限り下記に示す標準的な敷設方法とする。
・利用者を混乱させないよう、視覚障害者誘導用ブロック等の敷設にあたっては、線状ブロック等と点状ブロック等を適切に組み合わせ、使い分ける。

・誘導の方向と線状ブロック等の線状突起の方向を平行にして、連続して敷設する。
・敷設幅は、30cm以上とする。
・原則として湾曲しないよう直線状に敷設し、屈折する場合は直角に配置する。
留意点：視覚障害者誘導用ブロック等の敷設にあたって
・視覚障害者は、音、人の流れ、風、触知等を感じながら通行している。このような特性を踏まえつつ設計を行う必要がある。
・敷地内の通路上に設けられた桝蓋等により、視覚障害者誘導用ブロック等による誘導が途切れることがないよう、あらかじめ屋外計画や設備計画と調整を図ることが望ましい。
・屈折する場合に直角に配置するのは、全盲者が方向を間違えないよう配慮したものであるが、極端に遠回りの歩行ルートとならないように注意する。
・敷設位置は、壁・塀に近すぎないように余裕を確保した位置とする。また壁･塀の付属物や電柱等の路上施設に視覚障害者が衝突する場合もあり、敷設位置には十分注意する。
・クリーニング店のように出入口に近接して受付カウンターがある場合には、視覚障害者誘導用ブロック等が敷設されていなくてもアプローチできる。
・視覚障害者誘導用ブロック等は、車椅子使用者をはじめ、高齢者、杖使用者、肢体不自由者にとっては通行の支障になる場合もある。このため、視覚障害者誘導用ブロック等の敷設位置については、利用者の動線計画や案内表示板の位置等を考慮して、車椅子使用者等の動線と出来る限り干渉しない計画とし、視覚障害者の通行に支障とならない、車椅子使用者等の円滑な移動等が確保されることが望ましい。
・「道路の移動等円滑化整備ガイドライン」も参考となる。
③　敷設後の維持・管理

・視覚障害者誘導用ブロック等の機能･効果が低下しないよう、継続的に適切な維持管理･保守を行うことが望ましい。
留意点：視覚障害者誘導用ブロック等の保守
・視覚障害者誘導用ブロック等は使用しているうちに輝度比や色が劣化するため、定期的な保守・点検が重要である。
＜経路分岐点における標準的な敷設方法の例＞
④　単位空間ごとの敷設方法（視覚障害者等を誘導する経路以外での敷設）
・視覚障害者に対し段差又は傾斜の存在の警告を行うため、階段又は傾斜路の上端に近接する廊下等の部分には、点状ブロック等を敷設する。（※４）
※４　以下の場合を除く。

・勾配が1/20を超えない傾斜がある部分の上端に近接するもの

・高さが16cmを超えず、かつ、勾配が1/12を超えない傾斜がある部分の上端に近接するもの

・主として自動車の駐車の用に供する施設に設けるもの
・視覚障害者に対し警告を行うため、傾斜がある部分の上端に近接する踊場の部分には、点状ブロック等を敷設する。（※５）
※５　以下の場合を除く。

・勾配が1/20を超えない傾斜がある部分の上端に近接するもの

・高さが16cmを超えず、かつ、勾配が1/12を超えない傾斜がある部分の上端に近接するもの

・主として自動車の駐車の用に供する施設に設けるもの

・傾斜がある部分と連続して手すりを設けるものである場合
・視覚障害者に対し警告を行うため、階段の段がある部分の上端に近接する踊場の部分には、点状ブロック等を敷設する。（※６）
※６　以下の場合を除く。

・自動車車庫に設けるものである場合
・段がある部分と連続して手すりを設けるものである場合
留意点：点状ブロック等の敷設
・段がある部分の上端に近接する踊場における点状ブロック等の敷設位置を、段鼻の直前とすると踏み外す危険があるため、30cm程度の余幅を取っておくことが必要である。

・点状ブロック等は階段の上端に敷設する他、階段の上端・下端を予告する意味で、階段の下端にも敷設することが考えられる。
・出入口等から階段まで連続誘導がなされている場合には、上端・下端ともに敷設することが望ましい。
・上記のほか、単位空間ごとの敷設方法については、以下を参照。
・２．３．１ 建築物の出入口の設計標準（３）③
・２．４．１ 屋内の通路の設計標準（３）③
・２．５．１ 階段の設計標準（３）③
・２．６．１ エレベーターの設計標準（４）④
・２．６．２ エスカレーターの設計標準（１）⑤
＜単位空間ごとの敷設方法の例＞

＜設計例＞
⑤　施設用途ごとの敷設方法

・不特定多数の人が利用する施設で広いロビーやホワイエがある場合、受付カウンター等の案内設備が建築物の出入口と異なる階にある場合等には、点字・音声等による案内設備又は案内所のほかに、エレベーターへの視覚障害者の誘導に配慮する。

・官公署等の日常的に不特定かつ多数な人が利用する施設では、点字・音声等による案内設備又は案内所のほか、エレベーター、階段、便所、福祉関係の窓口等の利用頻度が高いところまで、視覚障害者の誘導に配慮する。

・特別養護老人ホーム等、専ら高齢者が利用する入所型高齢者施設の廊下等では、視覚障害者誘導用ブロック等を敷設する代わりに、手すり・音声案内装置等を設けることも検討する。
留意点：建築物の用途による配慮
・施設の用途により、敷設の考え方は異なる。手すり、音声を併用又は代替することによって、よりわかりやすくなる場合もある。
（３）音声等による誘導設備
・音声等による誘導設備は、施設用途や規模等を考慮した上で、また必要に応じて設けることが望ましい。
・音声等による誘導設備を設ける場合には、戸の直上に設けることが望ましい。
留意点：音声による案内
・音声等による誘導は開発途上であるため、今後、共通化、標準化を推進することが課題である。
・官公署等の日常的に不特定かつ多数な人が利用する施設では、敷地や建築物の出入口等に音声等による誘導設備を設置することが有効である。
・チャイム音のみでは敷地や建築物の出入口であることはわかっても、目的の建築物の出入口であるかどうかがわからないため、併せて建物名称等に関する内容を音声により案内することも有効である。
・音声等による誘導を行う場合、単純な音とし、同一建築物内においては統一することが望ましい。
・不特定多数の人を感知する人感センサーにより音声案内を行う機器等を用いる場合、音声情報はこれを利用しない人から過剰サービスと認識されることがあるため、障害者向けの案内であることを表示することも一案である。
留意点：出入口付近のチャイム等による目印
・出入口付近で鳴るチャイム等は、視覚障害者等が道路を歩いているときに目的地や位置を把握するための目印になる。
＜設計例＞

・音声等による誘導設備は、音声がはっきりと聴き取れ、音声の発生場所が把握できるような指向性能を持つものが望ましい。
①　電波方式
・視覚障害者の持つ送信機と、施設側のアンテナ、主装置、固定スピーカーから構成される。

・視覚障害者が小型の送信機を持ち、送信機のボタンを押す、あるいは送信機が電波に反応することにより、送信機からアンテナに電波が送信され、主装置を介し、固定スピーカーから音声案内が行われる。

②　赤外線方式

・視覚障害者の持つ受信機と、施設側の電子ラベルから構成される。

・視覚障害者が小型の受信機を持ち、受信機のボタンを押すことにより、電子ラベルから赤外線で送信される情報を受信し、受信機のスピーカーあるいはイヤホンから音声案内が行われる。

③　その他の方式

・上記の他に磁気センサーを用いた方式、人感センサーにより音声案内を行う方式、ICタグや携帯電話のGPS機能を用いて位置情報を得る方式等もある。
＜音声による誘導設備（電波方式）の例＞

・建築物等に設置された装置側から発信される電波の受信範囲に、専用の受発信機を持つ視覚障害者が入ると、受発信機が反応し、音声による情報を得られるシステム。

・まず受信範囲に入ると受発信機が反応し、音声案内を受けられることを知らせる。情報が必要であれば、視覚障害者が受発信機のスイッチを押すと電波が送信され、具体的な音声案内が放送される。
○システムのイメージ図




　＜設計例＞


＜設計例＞




	２．１４ Ｉ　情報伝達設備


（１）文字情報による情報伝達設備
・施設用途や規模等を考慮した上で必要に応じ、文字情報による情報伝達設備を設けることが望ましい。

・官公署、銀行、病院、薬局等、呼び出しを行うカウンターでは、音声による呼び出しとあわせて、聴覚障害者や高齢者等の利用に配慮して電光表示板等を併せて設ける。
・視覚情報設備の導入については、設備設計の段階で検討する必要がある。

留意点：電光表示の色彩
・赤い光の電光表示は、弱視者（ロービジョン）や色覚多様性のある人には見えにくい。色覚多様性のある人には、光った赤は、黒に近い色に見える。
留意点：カラーライトの使用
・聾学校では廊下で､赤･黄･緑のカラーライトの点灯等により､チャイムや館内放送の意味を知らせる工夫が行われている。施設によっては応用可能な方法と考えられる。
＜設計例＞
（２）光や振動による情報伝達設備
・施設用途や必要性を考慮した上で必要に応じ、聴覚障害者等への情報伝達のため、室内信号装置※を設置する、又は室内信号装置の受信機を貸し出すことが望ましい。
※ドアノック、ドアベルやインターホン、電話の着信、目覚まし時計のアラーム等の音等を感知して、時計等の受信機器の光の点滅（フラッシュライト）や振動等により、視覚情報や体感情報として伝える機器

・ホテル又は旅館の客室の非常警報装置については、２．９．１　客室の設計標準（３）⑤　非常警報装置（ハード面）を参照。
・その他の非常警報装置、避難誘導については、２．１３．１　避難設備・施設の設計標準（３）②非常警報装置、③避難誘導のための情報伝達設備を参照。
留意点：光や振動による情報伝達
・聴覚障害者には館内放送やアナウンス､サイレン等の音声情報が伝達されないため、これらを画像（視覚情報）や光・振動等の情報に転換して伝えることが望ましい。

・音声情報を視覚・光･振動に転換する方法は､建築物に組み込んだ建築設備によるものと､備品等で対応する方法がある。施設の利用形態により､どの方法を採用するか､十分に検討することが望ましい。
・聴覚障害者対応の技術は､必ずしも建築物ではなく、備品で対応するものも少なくないが､建築物との連携に十分に配慮する。

留意点：室内信号装置のしくみ（聴覚障害者等への対応イメージ）

・ドアのノック又は呼び出し、火災報知器、電話・携帯メール等の各箇所に貸し出しの発信機を設置し、感知した情報を受信機が受け取り、光（フラッシュライト）・文字又は絵表示等の視覚情報や、振動等の体感情報で伝達する。
・目覚し時計､ドアベル、電話のほか、乳児の泣き声、ファクシミリの受信音などを感知し､照明器具(フラッシュライト､回転灯､スタンドを含む)や振動器を作動させる装置の検討も望ましい｡

・屋内信号装置の技術は発展途上にあり､まだ統一化･規格化もされていないため様々な方法が採用されている。今後の技術革新、標準化も視野に入れた対応が望ましい。
（３）音声による情報提供設備
・難聴者等の利用に配慮し、会議室や客席・観覧席、ホテル又は旅館の宴会場等には、聴覚障害者用集団補聴装置（ヒアリングループ（磁気ループ）システム、ＦＭ補聴装置（無線式）、赤外線補聴システム）等を設ける。

留意点：客席・観覧席、会議室等における難聴者向けの対応
・集団補聴装置には、アンテナ線を床下にあらかじめ敷設もしくは床上に事前に敷設することで、アンテナ線に囲まれた範囲の難聴者の補聴器に、目的の音声だけをクリアに届けることができるヒアリングループ（磁気ループ）システムや、ＦＭ電波を通して雑音を抑えた音声を聴覚障害者に届けることができるＦＭ補聴システムや、赤外線を通して音声の信号を補聴器に届ける赤外線補聴システム等がある。
・アンテナ線を床上に敷設するタイプのヒアリングループ（磁気ループ）システムには、利用者の人数に応じてアンテナを敷設する範囲を設定できる特徴がある。

＜設計例＞









・引き戸の戸袋部分にも連続して設けられた手すり





＜設計例＞





＜手すりの点字・墨字（文字情報）表示の設置位置＞





・階段の手すりの点字・墨字（文字）表示





・JIS T 0921に基づいてレイアウト・製作された、手すりの点字表示


大きくわかりやすいゴシック体の文字を使用し、弱視者にも配慮している。手すりの色と表示の色のコントラストをつけること、及び手すりの端部に近い位置とすることにより、視覚障害者にとって、表示の設置位置がわかりやすいよう配慮している。





（階段、敷地内の通路（段がある部分）のみ）





・既存施設のホール部分の階段に設置された斜行型段差解消機





・鉛直型段差解消機





・既存施設の階段に設置した斜行型段差解消機





・立位のカウンターの横に設けられた、椅子に座って利用できるローカウンター（薬局の会計）


・ハイカウンターには杖を立てかけるくぼみが設けられている。





・立位のカウンターの横に設けられた、ローカウンター（医療施設の受付）





・子供や車椅子使用者にも使いやすい高さのカウンター





・車椅子使用者の膝が入るように設計されたローカウンター





・立位のカウンターの横に設けられた、ローカウンター（旅館のフロント）





・立位のカウンターの横に設けられた、ローカウンター（商業施設のインフォメーション）





・２種類の高さで設置された水飲み器





＜設計例＞





最上段の飲料のボタン





・車椅子使用者に配慮した自動販売機


車椅子使用者が押しやすい高さに最上段の飲料のボタンが設けられ、紙幣投入口、コイン投入口、おつり返却口はすべて車椅子使用者が利用しやすいよう床から100cm以内の高さになっている。また飲み物の取り出し口は自動で開閉する仕組みになっている。





・車椅子使用者に配慮した自動販売機スペース（前面の通路幅：約130cm）





・車椅子使用者の膝が入るよう卓上に設置された発券機





・車椅子使用者が使いやすい高さの発券機（番号札）





・車椅子使用者が手すりを掴み、体を引き寄せて操作できるＡＴＭ。ＡＴＭの上部照明はグレアカットルーバーを採用





・視覚障害者の方のご案内用受話器（ハンドセット）





・車椅子使用者が身体を引き寄せやすいよう、操作機の左右にハンドグリップを装備したＡＴＭ





・床から110㎝の高さに統一して、設けられた戸の施錠・解錠ボタン、ドアモニター、空調スイッチ





・電動車椅子のバッテリー充電のため、床から40㎝の高さに設けられたコンセント





ベビーケアルーム


Baby care room





授乳室


（女性用）


Baby feeding room


(for women)





授乳室


（男女共用）


Baby feeding room(for men and women)





乳幼児用設備、おむつ交換台の表示例については、２．７．１　便所・洗面所の設計標準（共通事項）（６）③　便房設備（機能）の表示例（日本産業規格　JIS Z8210）を参照。





＜授乳室等の表示例（出典：日本産業規格　JIS Z8210）＞





様々な機能をもつ授乳室の例





ベビーカーで授乳室内に入れる方が望ましい。


＜解説＞


・ベビーカーから乳幼児を抱き上げて移動するよりベビーカーごとの移動の方がスムース。


・授乳に必要なものをベビーカーに収納しており、近くにおいておきたい。


・荷物（購入した物品等）の盗難防止。





長椅子や肘掛けのついた椅子が望ましい。


＜解説＞


・肘掛けがあると授乳が楽になる場合がある。（クッション等による代替可能）


・長い椅子であれば子供が腰掛けることが可能。


・背もたれがある方が授乳の体勢が安定する。





長椅子





長椅子





3.5m





5.5m





授乳室の例


（約20㎡）





給湯設備





椅子





乳幼児用椅子





シンク





ベビーカー


　置き場





ベビーカー


　置き場





カーテンによる


仕切り





ゴミばこ





乳幼児用椅子





乳幼児用椅子





おむつ交換台





おむつ交換台





荷物置き台





男性が入れない授乳（母乳）のためのスペースを設置する。


＜解説＞


・授乳場所には男性が入れないように仕切りを設ける。内部の使用状況がわかるとよい。


・スペースに余裕があれば個室がよい。ただし、利用者が多く待ちが出る場合等は個室だけでなく共用の授乳スペースを設けることも有効である。


・授乳中に閲覧可能な情報（地域の子育て関連情報）の提供等があるとよい。





共用スペースに椅子を設置する。


＜解説＞


・人工乳を与える際に男性でも利用が可能となる。哺乳びんを置く台等があると便利。


・離乳食を食べさせたりするための子供用椅子があるとよい。





▲





入口


・スライドドアにするとともに、内部の様子がわかるようにする。


・どのような設備があるのか等について、わかりやすく表示する。





おむつ替え台をニーズに合わせて設置する。


＜解説＞


・利用ニーズに合わせた台数を設置する。


・広さにゆとりがあれば、トレーニングパンツ用（立った状態でおむつ替えが可能な高さが低い台）もあるとよい。


・おむつゴミはにおわないように工夫する。


・車椅子使用者の利用に配慮する。





自販機等


・おむつや離乳食の自動販売機があると不足した場合に少量のロットで購入できるので便利。


・ジュース等の自動販売機や冷水器等があると、ミルクを飲まない子供や授乳中で水分を多く必要とする母親にとって有効。





椅





子





おむつ交換台





3m





１m





・こもって出てこない、他の人が使いたいのに空かない等に対応するため、使用の状況を管理できる目の届く場所に設置することが望まれる。


・待ちが多い等授乳室ニーズが高いと判断される場合には、増設等で対応することを検討。





・授乳のための椅子、おむつ替え台、鍵が最低限必要。


・スペースさえあればパーティーション等で区切ることで簡単に設置可能。


・お湯は近くの職員等が対応（職員用の給湯設備を兼用する等）。


・ベビーカーは出入口付近（外）におけるようにする。





ミニマムな機能の授乳室の例





移動





造作・機器１３Ｆ





・乳幼児用おむつ交換台や授乳室がコンパクトに集約されている





・個室の授乳室





・出入口と案内表示（授乳室には男性が入れないことについて注意喚起）





・個室の授乳室





授乳室





授乳室





授乳室





共同


授乳室





おむつ替え


エリア





調乳


エリア





自動


販売機





▲案内


表示





○大規模な授乳室の例２








・出入口と案内表示





・乳幼児用おむつ交換台、常に清潔かつ使いやすい状態に保たれている





おむつ


交換台





乳幼児用椅子





自動


販売機





授乳室





ベンチ





調乳台





●小規模な授乳室の例





○大規模な授乳室の例１





子供の遊び場と屋内・屋外の休憩スペース：


木の立体的な遊具、休憩スペースが設置され、多くの子供連れでにぎわっている。





ベビーカー、車椅子を考慮した通路幅：


ベビーカー、車椅子、買物用カート等の利用時も人とすれ違える1,200㎜以上の通路幅





子育て応援グッズ：


離乳食の販売や粉ミルク用のお湯の提供が行われベビー用品のアンテナショップとしても利用されている。





出典：ハッピーローソン山下公園店ＨＰ





買い物用のカート置き場：


子供連れの利用を配慮し買い物用のカートが置かれている。





店舗イメージ





・点字等による案内板（図面は、晴眼者にも使えるように、彩色され、墨字の表記もされている。風除室内に設置され、視覚障害者誘導用ブロックにより誘導している。）


　





・点字等による案内板（高齢者や子供にも利用しやすいように大きめの墨字を併記し､弱視者に配慮した色使いとなっている。車椅子使用者にも見やすい高さである。）





・点字を併記した案内板　（複数店舗ビルの1階）


1階のエレベーター乗場ボタン部に、11階の車椅子使用者用便房（共用）の位置を案内表示。エレベーター着床キーで各店舗が管理。





・点字を併記した案内板（複数店舗の出入口）


複数店舗で構成する路地出入口に、車椅子使用者用便房（共用）・スロープ等の位置を点字併記。








視距離�
和文文字高�
英文文字高�
�
30mの場合�
12cm以上�
9cm以上�
�
20mの場合�
8cm以上�
6cm以上�
�
10mの場合�
4cm以上�
3cm以上�
�
4～5mの場合�
2cm以上�
1.5cm以上�
�
1～2mの場合�
0.9cm以上�
0.7cm以上�
�






色覚多様性のある人の見え方は例示であって、実際にどのように見えるかは、個人差や照明の環境により異なる。





一般色覚者の見え方　		　色覚多様性のある人の見え方の例


	　　　　　　　P型(１型)　　　　　　　　　　D型(２型)











方法�
特徴等�
�
１．目視�
内容によっては目視で確認できます。凡例を使わず地図中に直接、文字や記号を書き込んでいるか、色と色の間に縁取りをしているか、等です。�
�
２．白黒コピー�
サイン案を白黒コピーして判別性を確認します。現在地の表示が埋もれていないか、色差に頼った情報伝達になっていないか、等です。�
�
３．シミュレーションツール�
複雑な色使いをしている場合は、シミュレーションツールを利用して問題が起きていないか確認します。�
�
４．色覚多様性のある人による評価確認�
可能であれば色覚多様性のある人（実際の人間）による評価確認をおこなうとよいでしょう。�
�






・赤色に工夫をし、図を縁取りして視認性を高めている案内表示





・廊下に設置され、大きくわかりやすく、接近して見ることも可能な案内表示





・背景色を白、女性用便所のマークの色彩を朱赤にして色覚多様性のある人の視認性を高めている案内表示





・色を使ってわかりやすく表現している案内図と案内表示





利用者参加型プロジェクトの事例


・草加市民病院（埼玉県草加市）及び、お茶の水・井上眼科クリニック（東京都千代田区）では、視覚障害者の参加のもとに色彩、及びサイン計画が実施された。





・提供する情報量を絞り、色分けだけでなく表示に色名をつけて情報を提供している案内表示





改善後のサイン





検証実験の様子





改修前











サイン計画の改善の一例


（窓口案内）





改修後





第１次整備


（庁舎の


全面改修）�
2009年3月�
現状調査と課題抽出�
�
�
4月�
サイン基本計画�
�
�
5月�
区民の会との意見交換会�
�
�
6月�
サイン実施設計�
�
�
7月�
本庁舎サイン竣工�
�
�
8月�
４地域庁舎サイン竣工�
�
�
9月�
検証実験ⅰ）�
�
第２次整備


（竣工後に明らかになった課題の改善）�
10月�
改善策の検討�
�
�
11月�
案内マップの整備�
�
�
12月�
光サイン・誘導タイルの試案設置�
�
�
2010年1月�
弱視者問題研究会との意見交換�
�
�
2月�
区民の会との意見交換会�
�
�
3月�
光サイン・誘導タイル施工�
�
�
4月�
検証実験ⅱ）�
�






表　プロジェクトの工程





多機能便房を設けた便所の出入口の表示例（男女共用の場合）





○敷地内の通路





○建築物の出入口





○階段





○エレベーター





○エスカレーター





・受付の他に、エレベーター等へも誘導を行う、視覚障害者誘導用ブロックの敷設





・大通りに面する複合店舗(音声誘導)


（道路から複数店舗ビルの入口・エレベーター乗場まで店舗特有の音響誘導装置で来客を誘導。）





・建築物の出入口の上部に内蔵された専用スピーカー（手持ちの送受信機に反応して、音声案内が流れる。）





・視覚障害者誘導用ブロックの敷設と併せて、音声案内設備が設置されている建築物の出入口





�





・音声による案内が組み込まれた誘導灯





造作・機器１３Ｈ





・区役所の受付カウンターに設けたＬＥＤ電光表示板（通常はニュース等をスクロール表示しているが､緊急地震速報発表時は「緊急地震速報」と点滅表示する。）





・ＬＥＤ電光表示板（上部に設けられているのは、緊急情報の表示と連動した回転灯とニュースや緊急情報を受信するアンテナ）





・待ち合いでの呼び出し用の電光表示板（病院）





アンテナ


接続端子


線





床上に


アンテナ線を敷設





・観覧席の下部に設けられたヒアリングループ（磁気ループ）システムの補聴器用アンテナ線の接続端子





補聴器を


使用





・難聴者の補聴器に雑音の少ないクリアな音声を届けることができるヒアリングループ（磁気ループ）システム（写真と図は、床上に設置するタイプ）





・ヒアリングループ（磁気ループ）システムのアンテナ線








・貸出用の補聴器





・スタンドの複数のエリアに設けられたヒアリングループ（磁気ループ）システム（席のバリエーションを確保するため、縦通路に平行に配置されている（南北どちらかの大型映像が見える））と、そのピクトグラム





・事前に申し込むと聴覚障害者用集団補聴装置（ヒアリングループ（磁気ループ）システム）を使うことのできる大宴会場（写真左。床下に専用の配線が設けられている。可動壁により3つの宴会場に分割することも可能）


・貸し出し用のヒアリングループ（磁気ループ）システム用受信器（補聴器）（写真中）


・ヒアリングループ（磁気ループ）システムの調節等を行う音響室（写真右）








� 階段が、車椅子使用者用駐車施設が設けられていない駐車場等のみに通ずるものである場合を除く。（告示第148８号第二）





�出典：「カラーバリアフリー　サインマニュアル」神奈川県（平成21年3月）　一部修正


� 道等から案内設備までの経路が、次のいずれかに該当する場合を除く。（告示第1497号第四）


主として自動車の駐車の用に供する施設に設けるものである場合


建築物の内にある当該建築物を管理する者等が常時勤務する案内所から直接地上へ通ずる出入口を容易に視認でき、かつ、道等から当該出入口までの経路が②に適合するものである場合


� 段がある部分又は傾斜がある部分の上端に近接する部分が、次のいずれかに該当する場合を除く。（告示第1497号第五）


勾配が1／20を超えない傾斜がある部分の上端に近接するものである場合


高さが16cmを超えず、かつ、勾配が1／12を超えない傾斜がある部分の上端に近接するものである場合


段がある部分若しくは傾斜がある部分と連続して手すりを設ける踊場等である場合


� 道等から案内設備までの経路が、次のいずれかに該当する場合を除く。（告示第1489号第四）


主として自動車の駐車の用に供する施設に設けるものである場合


建築物の内にある当該建築物を管理する者等が常時勤務する案内所から直接地上ヘ通ずる出入口を容易に視認でき、かつ、道等から当該出入口までの経路が政令第21条第2項の基準に適合するものである場合


� 段がある部分又は傾斜がある部分の上端に近接する部分が、次のいずれかに該当する場合を除く。（告示第1497号第五）


勾配が1／20を超えない傾斜がある部分の上端に近接するものである場合


高さが16cmを超えず、かつ、勾配が1／12を超えない傾斜がある部分の上端に近接するものである場合


段がある部分若しくは傾斜がある部分と連続して手すりを設ける踊場等である場合





2－238
2－270
2－269

